
国際税務・移転価格特化型 LP 構成・ライテ

ィング完全原稿
【制作共通指示（トクチョウ・デザイナー向け）】
● 世界観・デザインの方向性:

IT ベンチャーのような軽々しいポップさや、過度な煽り文句（「絶対安心」「即解決」な

ど）は一切排除してください。目指すべきは、「最高峰の法律事務所」や「政府機関の調

査室」のような、重厚、冷徹、かつ圧倒的な信頼感です。

● カラーパレット:

ベースは漆黒（ディープブラック）または濃紺（ダークネイビー）。文字は視認性の高い

白とライトグレー。アクセントカラー（重要箇所、ボタン、重要枠）には、濁りのない鈍

い「ゴールド（金）」または「警告を意味するディープトープ（濃いトープ・赤茶系）」

を使用します。

● タイポグラフィ:

明朝体をベースに、重要なメッセージはシャープなゴシック体。文字間、行間を広めに取

り、スクロールさせるごとに圧倒的な説得力を感じさせる「読ませる（ scannable ）」

レイアウトにします。

1. ファーストビュー（最上部エリア）
● 【背景ビジュアル】:

濃紺から黒へのグラデーション。背景に薄く、世界地図のデータネットワークまたは裁判

所の法廷、あるいはシャープな書斎のデスクのシルエット。

● 【アイキャッチ（最上部左）】:「元国税局国際調査専門官 /税務署特別国税調査官 OB 直

接対応」

● 【メインキャッチコピー】国際税務は「グレーゾーン」ではない。

単に「戸締まりをしていない家」が狙われているだけです。

● 【サブキャッチコピー】分厚いだけの書類で煙に巻けると思うのは、現場の審判を知らな

い机上の空論に過ぎない。

元国税局国際調査専門官が、当局の「審査・決議ロジック」を完全逆算。

Big4（大手）のペーパー対策の死角を突き、御社の実態を守り抜く「現場主義・完全防衛

戦略」。

● 【ターゲット・バッジ（ 3 つの弾丸）】

○ 【緊急】現在、国税局（調査課等）から海外取引の指摘・お尋ねを受けている企業様

○ 【予防】海外子会社との取引価格（独立企業間価格）の算定根拠がなく、税務調査に怯え

ている企業様

○ 【不満】大手ファームへ数百万円を支払ったが、現場の実態と乖離した「使えない書類」

に不安がある企業様

● 【ファーストビュー内 CV ボタン】⇒【全国対応・秘密厳守】元国際調査専門官による「極



秘・戸締まりリスク診断」はこちら（初回無料）

※現在進行中の税務調査への緊急セカンドオピニオンもこちらから受付中

2. 導入（問題提起・共感の排他）
● 【デザイン指示】: 背景を白、文字を黒に反転させ、ユーザーがハッと現実に戻るような

視覚効果。

このような「間違った安心」で、会社の息の根を止められますか？

多くの中堅企業、海外進出ベンチャーの経営者・財務責任者様が、国際税務（移転価格税制・タ

ックスヘイブン対策税制）を「解釈の難しい、運悪く捕まるかどうかのグレーゾーン」だと誤解

しています。そして、その不安を消すために大手ファーム（Big4 等）へ膨大な費用を支払い、

分厚い難解な書類を作ってもらい、安心を買おうとします。

しかし、元国税局の立場から言わせていただくと、そこには極めて重大な落とし穴があります。

税務当局の視点から言えば、国際税務はグレーなどではありません。単に「戸締まりをしていな

い家」と「戸締まりをしている家」がある、それだけの感覚でしかないのです。戸締まりのされ

ていない勝手口を見つければ、調査官はそこから淡々と入るだけです。

3. ユーザーの生々しい危機（夜な夜な検索する恐怖の顕

在化）
● 【デザイン指示】: 暗い背景に戻し、検索窓のモチーフを配置。ユーザーが夜中にパソコ

ンの前で凍りついている心理を視覚化。

「海外子会社 寄附金 否認 納得いかない」

「移転価格 税務調査 同意してしまった 取消」

「税務調査 国税局 強い 税理士 調査課 OB」

これらは、今この瞬間も、全国の経営者や財務責任者が「夜な夜な、オフィスや自宅で一人、藁

をも掴む思いで検索窓に打ち込んでいる生々しいキーワード」です。

なぜ彼らはそこまで追い詰められ、パニックになるのか。理由は明白です。

● 一発で会社が黒字倒産しかねない、桁違いの課税額 国内税務の一般的な指摘（交際費の

否認など）であれば、追徴課税は数十万〜数百万円の範囲で収まることが大半です。しか

し、移転価格税制やタックスヘイブン税制で否認された場合、過去数年分に遡って計算さ

れるため、中堅・中小企業であっても数千万円、場合によっては数億円規模の追徴課税を

いきなり突きつけられます。手元のキャッシュが一瞬で吹き飛ぶ金額であり、文字通り会

社の存続危機に直結します。

● 頼みの「既存の顧問税理士」が全く戦力にならない絶望感 通常、会社が最も信頼してい

るのは長年付き合いのある顧問税理士です。しかし、国税局（調査課など）の国際専門チ

ームから「独立企業間価格」「基本免除要件の立証」といった専門用語で詰められた際、



一般的な地元の税理士は「何を言われているのか、どう反論すればいいのかすら分からな

い」状態になります。味方であるはずの税理士が調査官の前で黙り込んだり、「これは当

局の言う通りに払うしかありませんね…」と弱気な発言をしたりした瞬間、経営者は完全

な孤独に突き落とされます。

● 誰にも相談できない極秘事項 会社の税務トラブル、特に巨額の課税リスクは、周囲の経

営者仲間や銀行には絶対に知られたくない事項です。そのため、誰にも相談できず、一人

でパソコンに向かって夜な夜なネット検索を繰り返すことになるのです。

4. 核心 1（敵を知る：国税局の本当のロジック）
● 【デザイン指示】: 国税局の組織図や稟議書のイメージ（シルエット）を配置し、組織と

しての冷徹な動きを表現。

なぜ、大手に大金を払って作った書類でも、一撃で破られるのか？

移転価格課税やタックスヘイブン課税というのは、国税局の審査官たちが膨大な審査を重ね、組

織として厳密な決議をした上で決定するものです。そこには、それぞれの会社の決算書、取引の

実態、人の動き、物の動きを総合的に見た「実態判断」があります。

実際の裁判（国税不服審判所や訴訟）を意識する税務当局が構築しようとする課税根拠の論理は、

実は「裁判官にも一発で伝わるように、極めて単純に、分かりやすく」作られています。

これに対して、現場を見ない大手が、専門用語を並べ立てた奇奇怪怪で難解な書類（ローカルフ

ァイル等）を作ったとしても、「分かりにくい書類」というのは、実は裁判の場において最も跳

ねられやすい（負けやすい）のです。

当局の「分かりやすい単純な論理」と、企業の「分かりにくい複雑な書類」が対峙したとき、最

後は必ず分かりやすい論理の側へと勝負が傾きます。

「難解な書類を作っておけば国税を煙に巻ける」というのは、現場の審判を知らない机上の空論

であり、全くの大きな間違いです。

大手に高い金を払って作った書類が、実際の税務調査で現場の実態と矛盾し、自らを縛る罠にな

っている――。そんなケースを、私は国税局時代に多々目にしてきました。

5. 核心 2（解決策：当事務所の泥臭いアプローチ）
● 【デザイン指示】: 先生の「現場力」を示すエリア。工場の現場、海外取引の航空写真な

どのビジュアル。

私は、机上の空論を排します。

御社の海外工場まで、自ら足を運ぶ「徹底的な現場主義」。

私は、冷暖房の効いたオフィスで送られてきたデータだけを叩くようなコンサルティングは行い

ません。

私をご契約いただいた場合、御社の国内の工場、あるいは場合によっては海外の現地工場まで、

私自身が直接足を運ばせていただきます。

工場の中でどのような配置図になっているのか、どのような人員配置が行われているのか、どの



ような製造・組み立てプロセスを経て製品ができているのか――。そこまで踏み込んだ現場の「実

態分析」を泥臭く行わせていただきます。

国税局の審査官たちが最後に見るのは、書類上の数字ではなく、人と物の動きという「動かしよ

うのない実態」です。国税局が調査で踏み込んでくるのと全く同じ目線で現場を洗い出し、当局

に一切の付け入る隙を与えない、本物の防衛ライン（戸締まり）を構築します。

6. 信頼のエビデンス（代表プロフィール・強み）
● 【デザイン指示】: 先生の顔写真（または信頼感のあるシルエット・ロゴ）、税理士バッ

ジ等の画像を配置。経歴を箇条書きで堂々と見せる。

国税局の「手の内」をすべて知り尽くしたスペシャリスト

民間側の税理士には絶対に真似できない「調査官がどこを見て、どういう交渉なら妥協するか」

という肌感覚（相場観）と、国税内部の厳格な決議プロセス（稟議の組み立て方）の知識。これ

らすべてを、私は御社の防衛のために注ぎ込みます。

● 元・国税局 国際調査専門官 / 税務署 特別国税調査官（トクチョウ）OB

現役時代、数多くの法人に対する国際税務調査、移転価格調査、タックスヘイブン課税の

最前線で指揮を執る。

● 税務大学校 国際租税セミナー 卒業生

国税内部でも、厳しい選抜を勝ち抜いたエリートのみが修了できる国際租税の専門教育課

程を修了。

● 「タックスヘイブン対策税制」「移転価格税制」の調査課税経験多数

当局がどのような証拠を揃え、どのようなロジックで課税を決定するのか、その「手の内」

を完全に把握しています。

7. 提供サービス・料金体系
● 【デザイン指示】: 3つのプランを明確なテーブル（表）形式、またはカード型レイアウ

トで横並び（スマホでは縦並び）にして、スキャナブルに表示。

御社のリスクフェーズに合わせた 3つの防衛策

当事務所では、御社のために泥臭く伴走いたします。

サービス名 対象となる企業様 実務内容 報酬目安（税別）

① 現場密着型

ローカルファイル作

・海外取引の価格根

拠がない
大手のテンプレート

ではない、御社の工

スポット：100 万円

〜



成 ・大手の書類に不安

がある

場や現場の人員の動

きと 100%合致した、

国税局が一歩も踏み

込めないシンプルで

強力な書類を構築し

ます。

（規模・取引の複雑

さによる）

② 進行中税務調査

【緊急】防衛対応

・いま現在、国税局

や税務署から

海外取引の指摘を受

けている

元当局の人間とし

て、相手がどのよう

な稟議を組み立てよ

うとしているかを完

全に見抜き、不適切

な課税を阻止するた

めの反論・答弁書を

作成、現場交渉をバ

ックアップします。

個別見積もり

（着手金＋成果報

酬）

③ 国際税務

セカンドオピニオン

・既存の顧問税理士

は変えたくない

・海外子会社管理の

アドバイザーが欲し

い

既存の税理士の先生

を変更する必要はあ

りません。海外取引

に関する相談窓口と

して、月次またはス

ポットで財務部長・

経営層をバックアッ

プします。

月額：10 万円〜

8. 理念（結びのメッセージ）
● 【デザイン指示】: 背景を濃いグレーにし、文字を落ち着いたフォントでじっくり読ませ

る演出。

「信じていたのに、課税される」そんな真面目な経営者の理不尽をなくし

たい。

事実を曲げようとして、故意に不適切な価格を作って利益を操作した（脱税した）のがバレたの

であれば、それは課税されても仕方がありません。

しかし、私が国税局時代に見てきて、本当に胸が痛んだのは、事実を曲げるつもりなど毛頭なく、

高額なコンサルティングをいくつも受けて「このやり方こそが絶対に正しい」と信じ込んでいた

真面目な企業が、税務調査で一転して多額の課税を受けてしまうケースです。

そもそも、御社のビジネスと現場を誰よりも深く知っているのは、他ならぬ社長ご自身です。ど

のような背景があり、なぜその価格で取引しているのか、その正当性を算定できる根拠を一番持



っているのは社長なのです。

最も大事なことは、小手先のテクニックではなく、「本当に正しい価格はいくらなのか」「本

当に正しい取引は何なのか」という真実を、まずは社長自身が100%理解することです。

「事実の価格（実態）」というものを、国税局が内部の稟議でどのように組み立て、どのように

評価するのか。その『当局の目線』を最初から経営の根例に組み込み、堂々と打って出る。これ

こそが、私の考える「最高峰の経営戦略」です。

御社の中に眠る「真実の価値」を、私と一緒に掘り起こし、最強の盾に変えましょう。

9. コンバージョンエリア（お問い合わせフォーム）
● 【デザイン指示】: ページ内で最も目立つゴールドまたはアクティブな配色の枠で囲む。

入力項目は極力減らし、送信のハードルを下げる。

元国際調査専門官による「極秘・戸締まりリスク診断」

【全国対応・完全秘密厳守】

現在抱えている海外取引の不安や、すでに税務署・国税局から来ている通知内容について、元専

門官の視点から現状のリスクレベル（御社の戸締まり状況）を診断します。既存の顧問税理士の

先生に知られることはありません。ご安心してお問い合わせください。

● 会社名（必須）

● お名前（必須）

● メールアドレス（必須）

● 電話番号（必須）

● ご相談のフェーズ（選択式）

○ [ ] すでに税務調査が入っている・お尋ねが届いている（緊急）

○ [ ] 将来の税務調査に備えてリスクを診断したい（予防）

○ [ ] 大手の作った書類をレビューしてほしい（セカンドオピニオン）

● 現在の状況（自由記述）

【プライバシーポリシー（免責事項等の明記）】

ご入力いただいた情報は、お問い合わせに対する回答および当事務所からのサービス案内にのみ

使用し、第三者への開示・提供は一切行いません。また、本フォームによる初回診断はリスクの

方向性を提示するものであり、法的責任を伴う最終見解を保証するものではありません。


